
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより                      

          薩摩川内市立黒木小学校 

黒木小 ドンマイドンマイ みんななかよし 世界の子供      霜月号  Ｒ元．１１月 

 

正直で 

誰にでも優しく 

最後までやりとげる 黒木魂 
 

 

 

黒木魂 

自分とは・・・ 
黒木小学校長 鶴丸 修一 

はや 11月。令和元年度の立冬は１１月 8日です。東洋の暦ではこの日から冬が始まります。 

 これに対して西洋の暦では、秋は秋分の日(9月 23日)に始まり冬至(１２月２２日)まで続きますので、１１月７日

は秋の真ん中あたりにということになります。いずれにしても季節としては「晩秋初冬」ということになります。※因み

に、立冬や秋分の日、冬至などは年度によって違います。国立天文台という機関が暦の計算式で２

年分の暦を作成しているそうです。(何年も先まで計算していると思っていましたが…) 

 さて、当校では昨年度に引き続き、道徳の研究をしています。 

 この研究を進めていると、時々自分自身が分からなくなります。考え方は様々あり、これと言う

結論を持てない自分なのですが。 

 以前小規模校で担任した子供たちの「道徳とは何か」についての感想です。 

 

 

 

 

 

 

 

 二学期後半に書いたものですから表現や考え方はまだまだですが、少人数でも深く考えていたと

思います。最初の児童は道徳を端的に「練習」ととらえ、いろいろな場面で考えることがよりよい

友達を作ることにつながる「人間関係作り」、あるいは「人間関係処理能力」の獲得と考えていま

す。次の児童は、人の心を分かる過程が実は自分自身を知る方法であることを示唆しています。最

後の児童は人生を達観するような「人の心は分からない。だから、人生どうなるかは自分でも分か

らない。」というようなまとめ方をしています。 

 道徳での話し合いは、自分の考えを表現し相手の反応や感じ方、見方を学ぶ(知る)ことができま

す。これが第一段階です。さらに、相手の考えを、自分の中に取り入れて「自分の中に新たなる価

値」に変化させることもできます。これが第二段階です。それらを言葉等のもので表現しあう過程

が第三段階の「話し合い」です。ここでは、自分の価値と友達の価値とがねらいを基に混ざり合っ

て「自分の心の迷いが少し落ち着く場所」にたどり着きます。自分はこの事(目標)について「こん

なふうに考えるんだ」ということに気づきます。これが「自己理解」つまり「自分とは何か」を学

ぶのです。 

 道徳で何を学ぶのですかと問われれば、自分自身を学ぶのですと答えるでしょう。 

 秋の夜長に…親子で、家族で、ちょっと知的な会話を楽しんでみませんか。 

 子供との会話で親が気を付けることはただ一つです。実はお父さんにもそんな時があったなあ。

お母さんもあなたと同じような事を考えたことがあるわ。同じ人間として、子供に共感、共鳴する。

ただ聞くだけでもいいのです。             

【教育目標】 

・ 僕は思う。それは「練習」だ。僕たちは今から社会に出ていくと必ず人と出会う。その中に
はいい人も悪い人もいる。そのどちらの人に出会っても道徳で学んだことを使わなければ友達
になれない。ましてや楽しい会話だってできない。人と友達になりたいと思ったら道徳を学ぼ
う。 

・ 道徳の勉強をして私は一人一人の心は違うなと気づいた。同じ人間なのに。…途中略･･･道徳
とは「人の心を読み取る勉強」でもある。もちろん「自分の気持ちを読み取る勉強」でもあり
ます。 

・ 自分が言ったこと、思ったこと、行ったことに対して相手はどう思うのか。自分のことだけ
を考えてはいけない。相手のことも考えなくちゃいけない。「人は、それぞれ心を持っている
から、自分の思った通りにはなかなかならない」ということを私は道徳で学びました。 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1555148007/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9pbGx1c3RpbWFnZS5jb20vP2lkPTI4OA--/RS=^ADB8fBiMVtT0USiJAdBzMZGHwFgoGQ-;_ylt=A2RivbJnW7Bc7z0AhgGU3uV7;_ylu=X3oDMTBiaGxjcmduBHZ0aWQDanBjMDAy


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 １１月１日(金)から７日(木)まで、地域が育 

む「かごしまの県民週間」でした。ご多用中に 

もかかわらず、多数の来校をいただきありがと 

うございました。保護者や高齢者クラブの参加 

をいただいた「秋まつり」や「給食試食会」、 

外部指導者を招いて実施した「いのちを育む性 

教育」などを通して多くのことを学ぶことがで 

きた一週間でした。 

 また、この期間中に、祁答院中学校区学校関 

係者評価委員の方々の訪問もあり、充実した週 

間となりました。ありがとうございました。 

               

秋まつりでどんぐりコマ回し    給食試食会     赤ちゃん抱っこ体験     命のつながりを学ぶ 

  

 

１１月５日(火)、５・６年生が保護者の方々等 

の協力の下、脱穀を行いました。子供たちは昔な 

がらの脱穀の道具「足踏み脱穀機」や「唐箕」を 

使って作業をしました。籾選種から脱穀までを経 

験して、子供たちは米づくりの大変さやおいしい 

お米が食べられることのありがたさが分かったと 

思います。これまでお手伝いいただいた保護者の 

皆様、地域の皆様本当にありがとうございました。 

 今回収穫したお米は、１２月１４日(土)のもち 

つき大会に使用します。ぜひ、おいしいおもちを 

食べにいらしてください。 

  

 

 

  

  

 

                             

今年も豊作！ ～脱穀を行いました～ 

黒木小自由参観週間ありがとうございました 

【第 10 回農業祭 図画・書道コンクール】 

 

特別賞 ６年 中島さん  

入 選 ６年 松山さん 

                 

 

表 彰 よく頑張りました！！ 

 

 １１月５日(火)の４校時に５，６年生と

保護者の方を対象に助産師の山下さんに

「いのちってなあに？」というテーマでお

話をしていただきました。 

 思春期の男女の体の発達や命のつながり

の話などをわかりやすく説明していただき

ました。妊婦体験や赤ちゃん抱っこ体験も

あり、妊婦さんの大変さを実感したり、自

分の生命の重みを見つめ直したりするいい

機会となりました。 

いのちの大切さを学ぶ 

=１２月の主な行事予定= 

１４日(土)もちつき、しめ縄作り 

２４日(火)終業式、清掃活動 

２５日(水)冬休み(１月７日まで) 

=１月の主な行事予定= 

８日(水)始業式、清掃活動 

１５日(水)～１６日(木) 

鹿児島学力定着度調査 ５年生 

１７日(金)学級ＰＴＡ、授業参観、 

家庭教育学級、薩摩川内元気塾 

２８日(火)中学校入学説明会 

          
＝リサイクル収益金＝ リサイクルコーナーへのご協力ありがとうございます。リサイクルサイクル業者

に回収を依頼したところ、収益金は１２，２６５円でした。以上お知らせします。 

動に利用させていただきます。 

 

 

 


